
地域の暮らしと生産
Local life and Local Industry123111083 近本聡子 専門 2 選択 1後期

科目の概要
　この授業では、大学の所在地である岡崎市を拠点として、地域社会における人びとの暮らしや文化について考えることを主眼とする。授業各回
で、岡崎市などでなんらかの「プロフェッショナル」あるいは「チャレンジャー」として生きている方をゲスト講師に招き、地域社会で取り組んで
いること、地域の現状や未来の展望、あるいは地域社会の困難についての考えを伺う。ゲストと受講生、もしくは受講生同士のディスカッションを
中心とする。以上を経て、受講生自身が地域社会での暮らし方について改めて考えることによって、DP2「衣・食・住および地域活性に関連する専
門的知識・技能を身に付けて、地域再生に貢献する」ために必要な視座を涵養していく。

学修内容 到達目標

① ゲストの話を伺い、地域社会の現状を知る。
② この地域でどのような取り組みがおこなわれているの
かを知る。
③ 地域社会での暮らし方について他者とディスカッショ
ンし、共同で考える。

① ゲストの話から、地域社会の課題について考えること
ができる。
② 地域社会の取り組みと今後の展望について、自分の考
えをもつことができる。
③ ディスカッションをつうじて、地域社会での暮らし方
について自分の考えをもつことができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 授業で得た知識にもとづき、地域社会における人びとの暮らしや文化についてアイデアを
出すことができる。

働きかけ力

実行力 自分が暮らす地域社会に関わっていくことができる。

考え抜
く力

課題発見力 地域社会の現状や課題を見つけることができる。

計画力

創造力 ゲストの話を聞くだけで終わらず、それを踏まえたうえで自分なりのアイデアを提案する
ことができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

ディスカッションで意見や感想を述べることができる。

他者の意見を聞き、共同で考えていくことができる。

授業のルール（課題提出〆切を含む）を守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：なし。必要に応じて随時配布・提示する。資料はgoogle classroomにて提示する。
参考文献：『生活練習帳』（愛知学泉大学家政学部家政学専攻発行）2018年、2019年

他科目との関連、資格との関連

地域文化に関する科目、特に「流行論」「地域ブランド論」へと繋がっていく。また「スタジオA、B、C」、卒業研究
に取り組むための大切な視点を得ることができる。

学修上の助言 受講生とのルール

ゲストの話をよく聞くこと。「聞く」とはただ音として耳に入れる
だけの行為ではない。メモをとって積極的にあいての考えを理解し
たり、相槌をうって相手の話を引き出していったりするよう努力す
ること。
日頃から地域の話題に関心をもつことが望ましい。

授業で提示する課題やルールを守ること。教員が注意して
も改善されない場合は、授業を受講する意思がないものと
みなす。
遅刻2回で欠席1回に相当するものとみなす。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

S：ゲストの話をよく聞き、積極的かつクリティカルな意
見や感想を述べることができる。授業内課題レポートと学
期末レポートで、少なくとも80点以上をとれている。
A：ゲストの話をよく聞き、意見や感想を積極的に述べる
ことができる。授業内課題レポートと学期末レポートで、
少なくとも70点以上をとれている。

B：ゲストの話をよく聞き、意見や感想を述べることがで
きる。授業内課題レポートと学期末レポートで、少なくと
も60点以上をとれている。
C：授業計画「到達レベルC(可)の標準」に準ずる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③小テスト

① ✓

90

ゲストの話をレクチャーから得られた知見をレポートにまとめる。
形式や字数などの詳細は授業にて提示する。
期末にレポート試験をおこなう（平常評価として）。
「地域社会の暮らしと生産」というテーマにもとづき、
・ゲストの話やディスカッションで得られた意見・アイデアを展開
すること。
・かならず文献を一点以上読んだうえで考察すること。
形式や字数などの詳細は授業にて提示する。

② ✓

③ ✓レポート

①

0

②

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）地域社会における人びとの暮らしや文化についてアイデア
を提案する。
（実行力）自分が暮らす地域社会に関わる。
（課題発見力）地域社会の現状や課題を見つける。
（創造力）ゲストの話を踏まえたうえで自分なりのアイデアを提案す
る。
（発信力）質疑応答やディスカッションで意見や感想を述べる。
（傾聴力）他者の意見を聞き、共同で議論を進める。
（規律性）授業のルール（課題提出〆切を含む）を守る。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



B：ゲストの話をよく聞き、意見や感想を述べることがで
きる。授業内課題レポートと学期末レポートで、少なくと
も60点以上をとれている。
C：授業計画「到達レベルC(可)の標準」に準ずる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

イントロダクション
授業の概要についての
説明
「地域社会の特徴」を
考える
担当：近本・丹羽

講義
ディスカッション

ディスカッションに参
加できている

予習：シラバスを読み
授業に参加する
復習：授業内で提示し
た復習課題をおこなう

180

課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

2

ディスカッション
この地域にはどんな
「暮らし」があるか、
グループで調べ考察す
る
担当：近本・丹羽

講義
ディスカッション

グループ内で意見を出
し合えている

予習：地域の「暮ら
し」を調べる
復習：考察したことを
ノートにまとめる

180

課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

3

ゲスト①地域に根ざし
た企業展開や仕事をお
こなう方（1）
質疑応答・ディスカッ
ション
担当：近本・丹羽・ゲ
スト講師

講義
ディスカッション

ゲストの話をよく聞
き、要点をおさえられ
ている
意見や感想を、ディス
カッションとレポート
（筆記）で述べること
ができている

予習：ゲストの業種や
取り組んでいることに
ついて調べる
復習：授業で得たアイ
デアをノートにまとめ
る

180

課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

ゲスト②地域に根ざし
た企業展開や仕事をお
こなう方（2）
質疑応答・ディスカッ
ション
担当：近本・丹羽・ゲ
スト講師

講義
ディスカッション

ゲストの話をよく聞
き、要点をおさえられ
ている
意見や感想を、ディス
カッションとレポート
（筆記）で述べること
ができている

予習：ゲストの業種や
取り組んでいることに
ついて調べる
復習：授業で得たアイ
デアをノートにまとめ
る

180

課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

ゲスト③街の歴史を伝
える方
質疑応答・ディスカッ
ション
担当：近本・丹羽・ゲ
スト講師

講義
ディスカッション

ゲストの話をよく聞
き、要点をおさえられ
ている
意見や感想を、ディス
カッションとレポート
（筆記）で述べること
ができている

予習：ゲストの業種や
取り組んでいることに
ついて調べる
復習：授業で得たアイ
デアをノートにまとめ
る

180

課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

ゲスト④通りや町区を
組織する方
質疑応答・ディスカッ
ション
担当：近本・丹羽・ゲ
スト講師

講義
ディスカッション

ゲストの話をよく聞
き、要点をおさえられ
ている
意見や感想を、ディス
カッションとレポート
（筆記）で述べること
ができている

予習：ゲストの業種や
取り組んでいることに
ついて調べる
復習：授業で得たアイ
デアをノートにまとめ
る

180

課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

ゲスト⑤人びとの暮ら
しを支える方
質疑応答・ディスカッ
ション
担当：近本・丹羽・ゲ
スト講師

講義
ディスカッション

ゲストの話をよく聞
き、要点をおさえられ
ている
意見や感想を、ディス
カッションとレポート
（筆記）で述べること
ができている

予習：ゲストの業種や
取り組んでいることに
ついて調べる
復習：ここまでのゲス
ト5人の話をまとめる 180

課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

小括
これまでの授業で得ら
れた「地域の暮らしと
生産」を振り返る
担当：近本・丹羽

講義
ディスカッション
プレゼンテーション／
講評

ここまでのゲスト5人
の話をまとめ、「地域
の暮らしと生産」につ
いて自分の考えを述べ
る

予習：地域の「暮ら
し」を調べる
復習：自分の考えを
ノートなどにまとめる

180



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

ゲスト⑥街で新たなイ
ベントを立ち上げてい
る方（1）
質疑応答・ディスカッ
ション
担当：近本・丹羽・ゲ
スト講師

講義
ディスカッション

ゲストの話をよく聞
き、要点をおさえられ
ている
意見や感想を、ディス
カッションとレポート
（筆記）で述べること
ができている

予習：ゲストの業種や
取り組んでいることに
ついて調べる
復習：授業で得たアイ
デアをノートにまとめ
る

180

課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

ゲスト⑦街で新たなイ
ベントを立ち上げてい
る方（2）
質疑応答・ディスカッ
ション
担当：近本・丹羽・ゲ
スト講師

講義
ディスカッション

ゲストの話をよく聞
き、要点をおさえられ
ている
意見や感想を、ディス
カッションとレポート
（筆記）で述べること
ができている

予習：ゲストの業種や
取り組んでいることに
ついて調べる
復習：授業で得たアイ
デアをノートにまとめ
る

180

課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

ゲスト⑧地域の人びと
に向けたメディア展開
をおこなう方
質疑応答・ディスカッ
ション
担当：近本・丹羽・ゲ
スト講師

講義
ディスカッション

ゲストの話をよく聞
き、要点をおさえられ
ている
意見や感想を、ディス
カッションとレポート
（筆記）で述べること
ができている

予習：ゲストの業種や
取り組んでいることに
ついて調べる
復習：授業で得たアイ
デアをノートにまとめ
る

180

12

学外活動
地域の「暮らし」の様
子を見学する
担当：近本・丹羽

見学
ディスカッション

見学先で得られた情報
について、記録を取る
ことができている

予習：見学先について
調べる
復習：見学から考えた
ことをノートにまとめ
る 180

課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

ゲスト⑨地域活性化を
目指した取り組みをお
こなっている方（1）
質疑応答・ディスカッ
ション
担当：近本・丹羽・ゲ
スト講師

講義
ディスカッション

ゲストの話をよく聞
き、要点をおさえられ
ている
意見や感想を、ディス
カッションとレポート
（筆記）で述べること
ができている

予習：ゲストの業種や
取り組んでいることに
ついて調べる
復習：授業で得たアイ
デアをノートにまとめ
る

180

課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

ゲスト⑩地域活性化を
目指した取り組みをお
こなっている方（2）
質疑応答・ディスカッ
ション
担当：近本・丹羽・ゲ
スト講師

講義
ディスカッション

ゲストの話をよく聞
き、要点をおさえられ
ている
意見や感想を、ディス
カッションとレポート
（筆記）で述べること
ができている

予習：ゲストの業種や
取り組んでいることに
ついて調べる
復習：授業で得たアイ
デアをノートにまとめ
る

180

課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

コンクルージョン
これまでの授業で学ん
だ「地域の暮らしと生
産」の総括
担当：近本・丹羽

講義
ディスカッション
プレゼンテーション／
講評

ここまでのゲスト5人
の話と授業全体で学ん
だことをまとめ、「地
域の暮らしと生産」に
ついて自分の考えを述
べる

予習：ゲスト5人の話
をまとめる
復習：学期末レポート
に向けて、文献などを
調べる 180

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性


